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論文内 容の要 t::. Eヨ
1. 著者が新らしく考案した高等動物細胞の染色体観察のための電顕技術は，現在までただ l 件，
この目的のために考案され，報告されている Barnicot (1961) らの技術に比べて操作が極めて容易
であり，叉いかなる種類の細胞にも適用できる優れたものである。









2. Testicular Feminization (皐丸性女性化症)患者の培養末梢血白血球を用いて染色体構成をし
らべた結果，従来報告されているものとは異なる結果を得た。 Testicular Feminization の染色体構
成は正常男子と同一であると見なされていたが，この患者の中に XO/XY Mosaicism のあることが
明らかとなった。その検索に用いられた染色体の染色法は，広く行なわれている酢酸ダ-9 ア染色の!





















育不全症 (gonadial dygenesis) 1 例に応用し，これらの患者がすべて45本の染色体をもっ細胞 (XO
型)と46本の染色体をもっ細胞 (XY 型)のモザイクから成立つことを認めた。この知見は従来各国
の学者によって暗示されていた XY 型説と異なりこの症候群の原因に関して新らしい知見を加えた
ものといえよう口
以上古山君の研究はヒトの染色体研究に対し幾多の新らしい技術を導入し，またそれによって従来
療因不明であった皐丸性女性化症候群の真相を明らかにしたもので，純細胞学のみならず医学の基礎
にも大きな貢献をしたものと考えられ，同君の参考論文と考え合せて理学博士の学位論文として十分
'価値あるものと認める D
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